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年次総会式次

開会式 ( 17: 30～） 

1. 開会の言葉

2. 国旗儀礼（全員起立）

3. 「連 盟 歌 j斉唱

4. ご挨拶 育 成 会 長 下坂紀一

司会榎本高lj回委員長

『会議』 （司 会） 舟平易11印私伝

1. 団委員長挨拶中村三之助

2 議長の選出 ：下が己｝主幹も
3. 記録係の任命 •. Jくみィ五日日与条

（議案）

(1) 平成26年度各隊活動報告、回行事及び団委員 OB会報告 P. 3～銭3み

(2) 平成 26年度収支決算報告 P.17 全農3与

(3｝平成26年度各隊指導者及び団委員の解任 何時祢別院科

(4) 平成27、28年度回委員長の互選（作動咋） 寺町白る長洲みめルま

(5）平成27年度育成会長・会計監査の選任 ゲ P.20 ~榊

(6) 平成27年度団委員並びに役務分担承認、委嘱状の伝達 P.20・

(7) 平成27年度各隊指導者の選任報告 任命状の伝達 P.21守持＠授f

(8) 平成問度各隊及び団の活動計画について α6刈紛P.2吋 d乙
(9) 平成27年度収支予算について P.26全長おふ
(10）その他 ・育成会会則改正について P.27 

・スカウト個人記録台帳について 向，悦裁的ナ抗しぷ偽峨
・「ありがとうシートjについて 今会却しい杉ち

τ川試 射7，うれ.T-t-?sl 

閉 会式 (18:30～） 司会複本副団委員長

1. 「光の道j斉唱

2.国旗儀礼

3.閉会の言葉



育成会総会によせて

育成会長下坂紀一

やっと秋らしい季節と成りました 育成会各位におかれましてはご健勝の事

とお慶び申し上げます。

日頃より 回運営に際し団委員会 ・各隊指導者・サンパチOB会のご尽力 ・

ご奉仕を頂き、 この一年無事に各行事を終える事が出来ましたことを、 厚く感

謝申し上げます。

さて 全国的にスカウト数の減少と成っている中で、先日 「スカウ トの日」

団行事には多くの見学者があり、実のある行事で、あったと思っております。

チラシの作製（情報収集・編集） ・配布（周辺各学区の小学校）等々の大変なご

奉仕であり、有難く感謝申し上げます。

見学者の入隊を心より念願して居りますが、新入隊の加入は団運営の最優先の

取り組みのひとつです。

各位には知り合いの少年やスカウ トの友達にお芦掛けをよろしくお願い致し

ます。

今年は 五年毎の海外（アメリカ・ユタ州）研修旅行がベンチャー隊を中心に

実施され，計画から実施までを数度わたり担当と随行もされた、末吉副長には

心より感謝でいっぱいです。

スカワ ト達は大きな感激の研修旅行であったことでしょう。今後のスカウト

生活と指導者と しての糧と して頂きたい。

団の行事や各隊の活動等々に、寺之内幼稚園 ・中村回委員長宅・小野団委員

宅を、お借り して居ります事は、団の運営の大きな支えと成っており、 心から

感謝申し上げます。

育成会各位には 団の発展のため一層のご理解とご尽力・御奉仕を賜ります

様心よりお願い申し上げます。

平成26年 10月26日



団委員長 中村三之助

各隊指導者の皆さん、団委員の皆さん、保護者の皆さん、またさんぱち OBの皆さん、

この 1年間、それぞれの立場でご奉仕・ご尽力・ご協力賜りましたことに心より感謝と

御礼を申し上げます。誠にありがとうございました。

本年も、皆様方のご支援ご協力で、各隊の活動も活発に展開され、スカウト一人ひと

りの成長が見られた一年であったと思います。特に、ベンチャースカウト諸君の海外派

遣また、さんぱちの海外遠征で個々人の成長は大変大きなものがあった思っております。

今、さんぱちは残念ながらスカウト数が少ないため、組・理活動と対班競典が十分に

行えない状態であり、その為、個々人へ進歩制度を通してスカウト活動への興味関心を

促すような取り組みをしているのが実情であります。

スカウト活動の成果はすぐに現れるものではありません。生命を尊重する心、仲間と

話し合って協力する心、モラルや正義感、自然や美しいものに感動する心、そして多岐

にわたるスキル、また社会奉仕の精神などが、子どもたちの f生きる力jとして徐々に

徐々に育まれて行くのであります。

少年期・ 青年期の問題が社会の関心と注目を集めている今日、子どもたちをより良い

方向に導いていく為に、地域社会の教育カに目が向けられております。

このような扶況の中で、ボーイスカウトの果たせる役割は極めて大きいものがあると

思っております。社会奉仕活動や、自然の中での体験活動を多く取り入れたポーイスカ

ウトの様々な活動を通して青少年の健全な心と体の育成に大いに貢献できる活動であり、

もっともっと多くの子どもたちに体験していただきたいものだと思っております。

1 9 0 7年（明治40年）に、ベーデン・パウヱル卿がイギリス・ブラウンシー島で

2 0人の少年たちと行った実験キャンプから始まったボーイスカウト運動は、今や世界

1 6 2ヶ国の世界的な組織をもち、他の国々とも協力しながら活動を推し進めているグ

ローパルな青少年育成団体となっております。そしてまたボーイスカウト運動の目的・

教育システムは世界共通であります。

因みに日本は、 19 2 2年（大正 11年）に「少年団日本連盟」が設立されましたが、

実は 19 1 5年（大正4年）に京都市でいち早く「少年義勇軍Jが発足しでいたのです。

このことは、発隊式が執り行われた平安神宮の日誌に『午後一時ヨリ境内広場ニ於テ義

勇軍ノ入軍式アリ』と記されております。この時から京都連盟の歴史がカウントされ、

ついては来年が「京都連盟創立10 0周年jを迎えるわけであり ます。

この素晴らしい活動をもっと広げていきたいものであります。

勧誘には「口こみJが最も効果があります。今後とも、子ども遣のためにさんぱち関

係者総員の力を合わせ、活動の充実と勧誘の強化に取り組んでいただきますよう引き続

きのご協力をどうぞよろし くお願い致します。

内
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カブスカウト隊報告

今季も皆さんのご協力本当にありがとうごぎいました。大きなけがなどもな

く無事に終われたことをうれしく思います。

今季はスタップに恵まれて活動することができました。谷口君、蒔田君がウ

ッドバッジ研修を受けてくれたことにより集会内のプログラムの意図をリーダ

ーが共有しやすくなり、集会の構成などが今までかなりワンマンとなっていた

ものが彼らからも案をだしてくれ協力がしやすくなりましたし、インストラク

タ｝として大谷君は欠かせない人物であり、途中からではありましたが佐織君

も新たにレギュラー入りしてくれ大変助かりました

ですがスカウトの参加などに関して今季はスポーツ少年団と重なるため欠席

というものが増え、上進も 5名中 3名がスポーツに絞るとのことで大変残念な

ことになってしまいました。ここ数年はなかったのですが今回こういったこと

になり残念ですが私からたずねたのではなく自分たちで f自主的に考えてだし

た結論j ですし、彼らはカブ隊の活動を楽じんで参加し悩んでだした結論だと

いっていたのでそれぞれの道に送り出してあげたいと思います。

現在日本連盟全体で制度の見直しがされており、久隊時期の変更や進級項目

の変更などで多段も含めで現場の指導者間でも多少なりの混乱があり、その影

響からカブラリーの未実施などの話も出たりしています。その時代に合わせた

制度というのはわかりますができうる限り子供たちを支援するために良いもの

で、あってほしいですし、この年代の彼らがその制度改変のしわ寄せを受けない

ぬ 1応おゅよ＼)-'fo. ~~ l'l仰いいようにしてあげたいです。

私吟 ヲフT二

指導者：三谷一貴、 南忠次郎、中西秀斗、谷口巧、蒔田泰麗

インストラクター：大谷優、佐織賢太郎

D L・DC：東直美、 ）11田香織、藤井亮介、加藤真由、辻自告太、安田朔真

1組：柳迫雅人、山本泰誠、安田魁心、安井楓次郎、 ）11回流斗、下坂凍

2組： Jll田智仁、東員矢、下坂楓太、東皇汰、梶山一郎、山本治永
（た議A遊離

円。



平成26年度ボーイスカウト隊活動報告
隊長小野昌紀

今年度は、上進スカウト・新入スカウト共になく、前年度と同じメンバーでス

タートしました。スカウトは4年目1人、 3年目2人、 2年目7人という構成でし

たが、途中で56団が51年目の末神君が入団してくれたこともあり、特に後輩

スカウトがいながった2年目スカウトには良い刺激になったのではないかと思いま

す。同年代がおらず、また他国から移ってきたということもあり、初めは心配し

ていましたが、スカウト遣は上手に受け入れてくれ、楽しく活動をしている姿

を見ることができました。

前年度まではT庁月に1回隊集会を行っていましたが、隊集会ではなく班集会中心の

活動にしていくため、 1が月ごとの区切

りをなくし、 隊集会数を減らすよう試み

ました。班集会はしつがりと行えてはい

ましたが、まだまだリーダーやスカウト

の意識を高めることができると感じまし

た。次年度からは、もっと班活動での内

容を充実したものにしていきたいと考え

ています。

スカウト達の活動の内容に関しては、昨年からの成長が随所に見られました。

昨年の夏キャ ンプでは、時開通りに設営などのスケジュー）~をこなすことができず、

プログラム変更を余儀なくされました。し庁し今年は、多少の遅れはあったもの

の昨年よりはできぱきと活動をすることができました。特に、夏キャンプの最後の

撤営を時間通りに終わらせることができていたことは非常に評価できます。また、

昨年は辛くしんどい活動の時仁弱音をはいて、いたスカウトも、 1年間を通して、

辛抱して頑張れるようになっていました。

次年度は、新しく班長になるスカウト

もいるため、さらにGB訓練・班集会に

重点を置きたいと思います。また、班集

会の計画書もしつがりと作成をさせ、班

費や時間の管理もできるよう、グリンパ

ーを中心に指導していきたいと思ってい

ます。次年度も、ボーイスカウトに行く

のが楽しみになるような活動を続けてい

きたいと考えています。

-4-



良い案配で接してあげられれば

ベンチャー隊隊長 末吉玄希

昨年に引き続き、朝日新聞の『天声人語』を引用させていただく。

職場での長い経験から身に染みた教司｜｜がある。組織の中で起きたもめごとを うまく解決するに

は、当事者同士が顔を合わせて話し合え、ということだ。電話では相手の表情やしぐさが見えな

い。話を収めるきっかけもつかみにくいVもっといけないのはメールだ。顔どころか口調も声音

もわからない。無機的な文字列の応酬が互いの感情を逆なでし、双方ひけなくなるのを何度か自

にした。竜脳空間には危うさがあると実感した。生身をさらしあうことの意味は大きいT （中略）

V生身のつながりは善玉、 I T経由は悪玉。そんな二分法はもちろん単純にすぎる。ものは常に

使いようだ。 昔の人がよく口にした案配という言葉を思い出す。ほどよく、いい具告に、という

知恵を身につけたいT （後略）

私事ながら、今年の2月より転勤で神戸市へ引っ越すことになった。京都へ行く機会も少なく

なり、さんぱちはじめボーイスカウト活動に参加することが疎かになった。制服に袖を通す機会

も減り、スカウトたちと顔を合わせることも少ない 1年間だった。そんな中でもさんぱちベンチ

ャースカウ トたちは遣しく スカウト活動を行ってくれた。 団の中での活動だけにとどまらず、地

区ベンチャーの活動、さらには海外派遣と、ベンチャー年代ならではの行動力で至る所へ行って

くれた。さんぱちベンチャースカウトたちは私左は対照的な1年間だったのではないだろうか。

2014年度のさんぱちベンチャー隊には嬉しいことがあった。新たな仲間が増えたことである。

佐織賢太郎君が56団より移籍してくれた。所属団の解散という、本人にとっては辛い出来事では

あったが、さんばちで新たなスタートを切ってくれたのを嬉しく思う。なによりも、谷間の世代

を埋めてくれたことが嬉しいし、彼もまた、積極的に活動してくれている。これからはさんぱち

の一員として、さんぱちを盛り上げていって欲しいの

さて、 冒頭の『天声人語』だが、 自分への戒めの意味も込めて載せさせて頂いた。 神戸と京都。

物理的な距離は縮めようがない。なかなか京都に帰れない以上、通信手段は自ずとメールや、最

近流行のLINEになる。特に、 LINEはスピーデイーにメッセージを送れるし、 グノレーフ。聞でのやり

取りもできるのでとても便利だ。しかし、良い部分ばかりとは限らない。簡単に「既読」がつい

てしまうし、時間が経てば内容は埋もれてしまう。また、スタンプ機能があるとはいえ、無機質

な文字を中心としたやりとり のため、相手の心情までは汲み取りにくい。やはり、 時には電話、

時には文書、時には対面も必要という ことだ。 だいぶ疎かになっている 『広観日記』も発行せね

ば……と思っている今日この頃です（反省）。

私も年齢が30歳になりました。 自分ではまだまだ若いつもりだが、端から見れば三十路のオッ

サンです。幸い、仕事で接しているのは小学生から高校生の若い子たち。ベンチャ一年代の子と

も話を楽しくさせてもらっている。良い案配で彼らと接してあげられれば良いなと思います。
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dまニ
a:::コ 今符白与量る私も《 E現 をす 著書E 幸侵 》

（平成25年 10月～平成26年 9月）

平成25年 10月27日（日）

午後5時～ 6時 30分

平成25年 10月27日（日）

－「育成会総会J

於：寺之内幼稚園

－「さんぱち団懇親会」

於：御所西京都平安ホテル

．「さんぱち餅っき大会J

於：寺之内幼稚園

・「さんぱち新年のつどいj

於：寺之内幼稚園

・「さんぱち堀川クリーン作戦j

於：堀川（一条戻り橋～ニ条）

午後7時～午後9時

平成25年 12月23日（月）

午前11時～午後2時半頃

平成26年 1月 1日（日）

午前8時～ 8時 30分

平成26年 7月 6日（日）

午後 1時半～4時

「さんぱちアメリカ研修旅行j 平成 26年 8月 18日（月）

ち 与 阿 川 ス ？ 寺 内ρ ～ 2 6日（火）

「スカウトの日関連事業」 平成26年 9月 15日（月）祝

於：市役所広場 午前10時～ 12時

於：京都御苑～寺之内幼稚園ポイントラリー 午後 1時半～4時

「上進式j 平成26年 9月28日（日）

於：寺之内幼稚園 午後7時半～ 8時半

c: E司干す要害 言 十 E罰】 （案）

（平成26年 10月～平成 27年 10月）

－「育成会総会」

於：寺之内幼稚園

．「さんぱち団懇親会J

於 ：御所西京都平安ホテル

．「さんぱち全体備品調査j

於：寺之内幼稚園。倉庫

• fさんぱち餅っき大会j

於：寺之内幼稚園

・「さんぱち新年のつどい」

於：寺之内幼稚園

・「さんぱち堀川クリーン作戦」

於：：堀川（一条戻り橋～ニ条）

．「スカウトの日関連事業」

於：宋定

. r上進式j (BS¢VS) 

於：寺之内幼稚園

※京都連盟創立 10 0周年記念事業

平成26年 10月26日（日）

午後5時～6時 30分

平成 26年 10月 26日（日）

午後7時～午後9時

平成 26年 12月 23日（月）

午前9時半～午前 11時

平成26年 12月 23日（月） q：.ち
午前11時～午後2時半頃

平成27年 1月 1日（日）

午前8時～ 8時 30分

平成27年 6月 28日（日）

午後 1時半～ 4時

平成27年 9月 日（）

平成27年 10月 18日（日）

午後7時半～ 8時半

平成27年 11月 1日（日）

円。



平成26年度組織強化事業委員会 報告書
f~l~tゑ2

2月2日（日） 地区登録会 錦林小学校

3月 11日 登録手続き完了

（登録人数 68名）

内訳 計

団 委員 18 ／／／ ／  18 

指導者 スカウト

カブスカウト隊 3 12 15 

ボーイスカウト隊 4 11 15 

ベンチャースカウ ト隊 3 5 8 

ローパースカウト隊 1 11 12 

メ口3、 言十 29 39 68 

5月25日（日）第 1回北星地区委員会 下鴨神社

7月27日（日）第 2回北星地区委員会 待鳳会館

9月15日（祝・月） スカウ トの日 京都市役所前イベント広場にて

説明ブース（各団紹介 ・勧誘）担当

9月21日（日）第 3回 北星地区委員会

レスャウ十台主鉢
レスャ外令中｝会か

一7-

室町児童館

組織強化事業委員

大薮俊一

小野佳代子

藤井 綾子



J.§一塁J寛委員」会報告 2014/10/26 

主阜羊丘皐

1 1月7日 第 l回北星地区環境委員会 室町小学校児童館

12月 15日 第2回北星地区環境委員会 京都パルスプラザ

＊ 京都環境フェスティパル2013

開催： 12月 14・15日（主・日）

主催：京都府

京と地球の共生府民会議

京都地球温暖化防止活動推進セント

日本ホ＼イスカウト京都連盟アース出展

北星地区担当日： 15日（日）

午後 12時～ 4時（撤営）

奉仕業務：小枝の工作

12月 「緑の募金j 資材申し込み

（今年度は申し込み致しませんでした）

2月 森林愛護活動報告諸 提出

「緑の募金j 道路使用許可申請書提出

平成26年底

7月 「緑の募金j活動報告書提出

以上

旧環境委員 川合左知子

no
 



スカウト事業委員会報告 2014/10/26 

安h寺弘主

1 2月 8日（日） 進歩委員会 マリア教会にて

2月 9 日 （日） 進歩委員会 マリア教会にて

3月 9 日 （日） 進歩委員会 マリア教会にて

4月 13日（日） 進歩委員会 マリア教会にて

6月 1 日 （日） スカウト事業委員会 シェ小島

7月 29 日 （グく） スカウ ト事業委員会 シェ小島

9月 9 日 （火） スカウ ト事業委員会 シェ小島

1 0月 7日 （）く〉 スカウ ト事業委員会 シェ小島

進歩委員

スカウ ト事業委員 美良

村

谷

＃

島
更
ウ
カ

民

n
w
u
 



平成26年度指導者養成委員会及びサポート事業委員会報告書

&b~i,v 字~~

指導者養成委員会

月日 開 ｛窪 出席者及び受講者 場 所

平成25年11月17日 京都連盟 全体
テーブルラ ウンド

谷口好美 京都テルサ

平成26年2月17日
北星地区
指導者養成委員会

谷口好美 下鴨研修道場

お飢ぃ
♀ヰ 3い

蒔田泰麗

平成26年3月16日 BS 講 習 ム一品
安井実里

（奉仕）

谷口好美

上一乗寺集会所

平成25年5月4日
～ 1 csウッドバッジ研修

谷口巧

蒔田泰麗
花背 山 の 家

平成25年5月6日

サポート事業委員会

月 日 開 イ崖 出席者及び受講者 場 所

平成26年6月17日 第1回北星地区委員会 谷口好美 聖マリア教会

平成26年7月8日 第2回北星地区委員会 谷口好美 II 

平成26年9月9日 第3回北星地区委員会 谷口好美 II 

平成26年10月7日 第4回北星地区委員会 谷口好美 II 

平成26年9月15日 ス カ ウ トの 日
（奉仕）

市役所前広場
谷口好美

38団サポート事業委員谷口好美

細木裕子

-10-



26年度 セーフティー委員会報告書

傷害共済・保険加入状況

・平成 25年度そなえよつねに共済 団内全員一括加入

－加盟登録員 （団委員、リーダ一、スカウト）

．ボランティア保険加入

・C S隊保護者 （団委員以外で奉仕して下さる方）

話iIll ~LA.l~~ . 

・ボランティア行事保険加入 3 8団 団行事（堀川清掃、スカウ トの目、餅っき）

c S隊春・夏キャンプ等

セミナー・講習会

25年 12月 16日・ “京都連盟全体ラウンドテーブル”

セミナータイトル「災害ボランティアに活かすスカワト活動とはJ

．安全法講習会

・家庭看護法講習会

－北星地区安全委員会 3回開催

事故状況

1件の事故報告。 北星地区キャンポリ ー （滋賀県上桐生キャンプ場） にてマダニに車I]され 1日通院。

その他

・団行事はボランティア行事保険に加入しているので、事故の場合はその範囲内で補償があります0

・スカウ トの兄弟等、中学生以下はボランティア保険に加入できないので、隊集会 ・組集会 ・

キャンプ等に連れて来られる時には保護者の責任の下、 十分に注意していただき、補償が無い事を

各隊隊長は保護者に周知して下さい。（団行事はボランティア行事保険に加入）

. r活動計画書Jf参加者名簿j を備え付けている場合のみ共済・保険の補償対象となります。

各隊隊長は、事故報告時には必ず速やかにセーフティー委員に提出して下さい。

・薬 （塗り薬、飲み薬、 貼り薬、虫よけ、熱取り シー ト等、すべての薬） は与えず、

必ず個人装備として下さしL

・見学者、新入隊者、団委員以外の隊集会 ・キャンプ等の手伝いの方（保護者を含む）が

おられるときには保険加入の手続き上、必ず早急に f氏名・ 住所・ TEL・学年 ・年齢Jを

セーブティー委員まで伝えて下さい。実施日の前日までに保険料を振り込む必要があるので

遅くとも 2日前 （土日祝を除く）にはお知らせ下さい。それ以降の保険加入はできません。

尚、 新入隊者はそなえよつねに共済、見学者はボランティア行事保険、

手伝いの方はボランティア保険、 またはボランティア行事保険になり ます。

以上 セーフティー委員 前川由利子

-11-



国際事業委員会報告かふ都

H25年 1 1月20日（水） 白峯神宮
大イタリア・フィレンツェ連盟からの招待
大世界スカウト財団スェーデン国王来京
大23WJ受け入れ等について その他

H26年 1月22日（水） 白峯神宮
大理事会報告
大イタリア・フィレンツェ派遣詳細
女ホームステイについて その他

3月26日（水）白峯神宮 リ吋

大イタリア・フィレンツェ派遣につし、て 一面fll J仏 mロ

大23WJ日本派遣団参加募集について
大ベンチャー韓国派遣（100周年記念イベント）

5月初日（水） 白峯神宮
大イタリア・フィレンツェ派遣・38団前川君他4名
大CJKベンチャーフロジェクト派遣
大23WJ時のホームステイ依頼その他

7月30日（水） 白峯神宮
大理事会報告
大イタリア・フィレンツェ派遣について
大海外派遣壮行会
女23WJ日本派遣団について その他

9月24日（水） 白峯神宮
大イタリア・フィレンツェ派遣報告
大23WJ(2015.7/27～8/9）派遣について
女イギリス派遣について（100周年記念イベント）
女今後の海外派遣 その他

平成26年10月国際委員 畑早lT子
高田文代

円

4
4

・E



H26年度団委員会広報活動報告
• スカウト募集説明会 3回

• 計10名の男の⼦が来てくれました ： 10/15時点で3名⼊隊確定

• ホームページの継続的改善 (右)
• トップページの左上に、最新ニュースをタイムリーに更新
• サンパチ写真集から、「優れもの写真」を定期的に選定
• 団のページには、⾏事予定を常時更新
• 団会議・団委員会の議事録は、簡潔にし、PDFで補完

• Facebook さんぱち (bskyoto38) 40名に!
• BS⾏事・団⾏事・OB連絡・HP更新ニュースなどを発信

• 使ったお⾦

• スウェーデン23WJ 視察団
• 来年の世界ジャンボリーに、1,000名以上の派遣を計画
• 23WJ前後に、京都にスカウト訪問を検討中で を4⽉に、

ホームページ経由で38団との交流を希望！

団委員
⼩野佳代⼦・⼤薮俊⼀

⾏事 ⽇時・宣伝媒体 ご参加 成果
餅つき⼤会 2013/12/23(⽉・祝)

GoGo⼟曜塾 + ちらし* + 
Homepage

3名(2家族)
1: 東さんご紹介・お⺟さん
2: 兄弟・⼟曜塾⾒てお⽗さんと参加

★1名 ⼊隊確定! (くちこみ)
★GoGo⼟曜塾の効果は⼤きく、38
団HPのアクセスが過去最⾼に

3/29-30
⼩学校6年
⽣対象・募
集説明会

2014/3/29-30(⼟⽇)
13:30-14:30
ちらし*  + Homepage

0
★⼩学校6年⽣に絞った、団単独の説
明会は、集客困難

★BS隊⼊隊のしおり ：⼩野昌紀BS
隊⻑作成
★BS年代向け動画をDVDに収録

スカウトディ・
38団 ラリー
体験

2014/9/15 (⽉・祝) 
13:30-16:30

GoGo⼟曜塾 +ちらし*  + 
Homepage

ちらし* = 京極・室町・紫明・
⻄陣中央・新町・乾隆の6⼩
学校の男⼦家庭に配付。およ
び寺之内幼稚園卒園⽣、団
関係者から配付

計 7名 (6家族)

3: GoGo⼟曜塾(寺之内幼卒園⽣)
⽟⽥さん、冨⽥さん双⼦

1: 38団OBのお⼦さん (⻄⽥さん)
1: 下坂くん
1: 島村さんご紹介 (⽥中さん)
1: 京都市役所ブース (橋岡さん)

★GoGo⼟曜塾の宣伝効果⼤
24団は、30名もの⾒学者
★寺之内幼稚園の存在は⼤

★京都市役所に来られたお⺟さんは
「男の⼦だけの団なので興味ある」
★ 38団すぐれもの写真の選定

★⾒学者には、⼊隊説明資料を⼿
渡し、説明 (1) お⺟さんの声 (2) カ
ブ隊年間プロ (3) 諸費⽤ (4) ⼊隊
時必要備品、 (5)⽇本連盟のパンフ
レット。 2014/10/19 カブ隊集会に
参加案内 (三⾕CS隊⻑)

13



H27年度広報活動案

• H26年度 評価
• 京都連盟スカウトディ・GoGo⼟曜塾掲載などの総合⼒が⼤切
• ただの説明会より、参加型の⾏事が有効
• フォローの、カブ隊集会と、⼩学校1年⽣の取扱いが必要

• H27年度の計画
• 世界ジャンボリーを活かした募集活動・グローバルで訴求

• 組織拡⼤委員会として、京都連盟と協働
• ⾒学者参加型 カブ隊集会・団⾏事

• 12/23 団⾏事 餅つきとゲーム⼤会 募集
• ちらしを「全⾯写真型」に改善 (右)

• 9/15 スカウトディ
• 広報⼿段 = GoGo⼟曜塾 + ちらし + さんぱちホームページ + くちこみ

• ⼊隊案内の改訂が必要 → BS・CS 隊⻑ お願いします
• 予算 ：H27年度も12,000円 予算化お願いします

団委員
⼩野佳代⼦・⼤薮俊⼀

河合敏晃 BS副⻑ 案

• ご意⾒下さい
• さんぱちホームページ改善 (右)
• 説明会・⾒学会のありかた

• くちこみが⼀番 – 「スカウトに⼊れて良かっ
た」という声を！

• ⼦供が飽きないよう、⾒学体験型のもちつ
き・スカウトディに絞り、説明会出席から、
⼊隊に繋がる活動になるような隊集会を
持つ?

• 「上進しないスカウト」を減少するには?

• さんぱち
• マスコットキャラクター・ロゴマーク募集!

14



OB会・賛助会報告
H26年度 OB会活動結果

• 44名の賛助会員の皆様 ‒ ありがとうございました！
• 159名のOB宛てに、賛助金をお願いしました。
• 毎年10万円以上のご援助を3年継続して、いただきました。
• お名前は、次ページをごらん下さい
• 賛助会員各位には、 団活動のご紹介として、
総会資料をお送りします

H26年10月20日現在
OB会幹事 大薮俊一

• 38団 OB会ホームページ(右)
• OBが参加できるプログラムの
ご紹介・OB活動ご報告 など

• 38のなつかしい資料の掲載
(右下) 末吉央伯さん寄贈

• 団行事へのOB参加
• H25年10月 懇親会 11名
• H25年12月 もちつき 1名
• H26年 1月 新年の集い 3名
• H26年7月 堀川クリーン作戦 2名
• H26年10月 懇親会 10名

H26年度OB活動予定
• ローバー隊卒業者へのOB会・賛助会員呼びかけ
• ホームページ

• 昔懐かし写真掲載
• OB会則・OB会長 見直し

http://bskyoto38.lolipop.jp/ob.html

15



38団 のべ44名の賛助会員 H26年10月27日現在

38団への寄付
• 昨年と同額、9万円を団育成会に寄
付させていただきました

【下】小川先生のページ

賛助会員名簿

賛助会費を中村団委員長
に寄付 (2013年11月)

http://bskyoto38.lolipop.jp/ogawa.html
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平成26年度第38団育成会会計報告

自平成25年10月1日～至平成26年9月30日

（単位；円）

収入の部 支 出の音6
項 回 金 額 項 自

団積立準備金 1,350,000 登録費

間備品購入引当金 200 000 保険料

緑化募金還付積立金 43.470 活動援助費

維持会費 242,000 回行事費

育成会費 457,500 研修補助費

各隊年間行事費 626,000 各隊年間行事費

(C s 隊） 252.000 (C s 離）
(B s 勝） 254,000 (B s 隊）

(V s 態） 120,000 (V s 隊）

(R s 隊）
OB会賛助金 90,000 仮払金

緑化募金還付金 520 慶弔費

預金利息 308 印刷費
四 時

会議費

前年度繰越 25 587 交際費

団事務費

団積立準備金

回備品購入引当金

緑化募金還付積立金

次年度繰越金

百十 3.035,385 計

上記の通り相違ないことを報告いたします． 平成26年9月30日

38図 会 計丹羽

平成26年度の会計を監査した結果、 帳簿・証拠書類共に

相違ないことを確認しました。

38閉 会計監歪 下坂紀ーペゾ‘ 印

-＇オー

金 額

467,800 

2,823 

176,676 

27,625 

44,000 

583, 173 

261,683 

234,431 

60,000 

21.059 

393,000 

50,000 

38,244 

17,624 

46,210 

51,748 

892.472 

200,000 

43,990 。

3,035,385 

武！：？



団 財政明細

平成26年9月30日現在

摘要 金額 摘要 金額

虫白色 通 子夏 金 312,292 団積立準備金 1,200,000 

定 期 子長 金 1,000,732 団備品購入引当金 200,000 

現 金 153,436 緑化募金還付積立金 43,990 

繰 越 金 22.470 

言十 1,466,460 言十 1,466,460 

積 立金等明細

平成26年9月30日現在

摘 要 前年度繰越金 本年度積立金 支 出 次年度繰越金

団 積立準備金 1,350,000 。 150,000 1,200,000 

団備品購入引当金 200,000 。 。 200,000 

緑化募金還付積立金 43,470 520 。 43,990 

言十 1,593,470 520 150,000 1,443,470 

上記の通り報告致します。 パーλ
団会計 丹羽武い汐
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財政担当報特

育成会費及び年間行事費の納入は毎月5日に

京都銀行出町支店にて自動引き落としになっていますO

前日までに各自の残高をお確かめの上、ご入金いただきます様

今後共ご協力お願い申し上げます。

育成会普及び年間行事費

一一一一一一
c s 隊 B s 隊 v s 隊

育成会費（ 1ヶ月分） 1 5 0 0円 1 5 0 0円 1 5 0 0円

年間行事費（ 1ヶ月分） 2 0 0 0円 200 0円 1 5 0 0円

Aロ． 計 3 5 0 0円 3 5 0 0円 3 0 0 0円

＊同一保護者で、二名以上のスカウ卜が在籍する場合、

二人目以上は育成会費を500円控除した金額を

納めていただきます。

財政担当

ー19-
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育成会長

団委員長

副団委員長

副団委員長

副団委員長

副団委員長

団委員

団委員

団委員

団委員

団委員

団委員

団委員

団委員

回委員

問委員

団委員

団委員

団委員

会計監査

協力員

平成27年度 団委員会名簿（案）

委員名

下坂紀一

中村ニ之助

丹羽 武

河合 豊

下坂紀一

榎本信也

島村靖弘

下坂るり子

更谷良美

大谷尚子

谷口好美

細木裕子

藤井綾子

大薮俊一

小野佳代子

畑早灯子

津井智美

前川由利子

川合左知子

下坂紀一

小林泰之

干叫がもれま~11：~和主？森レ・
団 役 務

~ 、 計

員す 政

団 ・スカウ ト個 人 記 録

csス カウト事業

csセ ーフティー補佐

BS スカウト事業

vsスカウト 事業

サ ポ 一 ト 事 業

サ ポ 一 ト 事業

組織強化事業

組織強化事業
広報・ホームページ・OB会

広 報 補 ｛主

国 際 事 業

国 際 事 業

セ ） フ ア イ 一

セ 一 フ ア イ 一

登録補佐 ・庶 務

-20-

地区役務

マネジメン ト委 員

（地区役員）スカウト事業副委員長

（地区役員）高fj協議会長

（地区役員）国際事業副委員長

マネジメン ト委昌 会 補佐

（地区役員）サポート事業副委員長

スカ ウト 事業委員補佐

スカウト事業委員

ス カ ウ ト 事 業 委 員補佐

サポート事業委員

サポート事業委員補佐

組織強化事業委員

組織強化事業委員補佐

国 際 事 業 委 員

国 軒〆主I主' 事 業 委 員 補佐

セーフティー委員

セーブティ ー 委員補佐

？ 
補j創 立T恥し1内込行手

lシタ与やする



各隊指導者名簿（案）

相自校-b311.守主
平成27年度

長高lj

貴
郎
斗
巧
伯

一
治
秀

中止
］

寸
「

谷
J
西

｜

士

口 央

三
南
中
谷
末

川田香織
安 井 実皇

J
吠

晃
五
ロ
暁
司
伯

合敏
村悠

伸
本健
吉央

』
〈

五
回
央
明
伯

悠

智

喜

央

村

野

井

吉

晃

伯
敏

央

ム
口
士
口

長隊名隊

uf麗泰回

紀回
目里子

隊フカ

島
小
人
（
寸
末

希玄士
口

, 
E 、

． 

一

ボーイ隊

ベンチャー隊

河

末
平ご止

1口口出ローパ｝隊

敏晃
予と凶

長

北星地区コミッショナ一

橋混乱忌＇ Iコν/"3.--r-
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H27よりボーイ隊への上進時期が変わります
麟欝難題盛期灘醜輔匝歯菌園猷稲菌研 E唖園田踊 融輯甑5官鴨語講盟麟一一一一一一一一個」副幽盤調瞳露 出盟諸仏一一一一
1 2 3 4 ~； ... ＇.~ヴ子：；：~3Yf~

i io/25 ~ 11;1s 

一… ・
総会＼ ゲ総会 ／京総8 

H26 H27 H28 H29 

(12ヶ月） (13ヶ月） (12ヶ月） (12ヶ月）

ローパー隊への上進時期は、 富士スカウト目指す場合など、都度スカウトの意思確認を行う

2014/10/26 38団 H26年度総会資料
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教育規程集（改定前・改定後）
改定前〔教育規程 1-10 教育の区分と対象】
本運動における教育の区分と教育をうける対象は次のとおりとする。
( 1 ）ピーノ〈ースカウトは ・．．．
(2）力ブス力ウトは、小学校2年生の明から小学校5年生までの少年とする。
(3）ボーイスカウトは、小学校5年生の9月から中学校3年生までの少年とする。
(4）ベンチャースカウトは、中学校3年生の9月から18歳に達する日以後の、最初の3月31日までの膏年とする。
(5）口－｝＼ースカウトは、 18歳以上、 25歳以下の青年とする。

【教育規程 3・45 上進（力ブ）】
力ブスカウトは、小学校5年生9月以降ボーイ隊に上進する。ただし、小学校5年生を修了するまでの力ブス力ウトは力ブ隙にとどまること

ができる。

［教育規程 3・62 上進（ボーイ）｝
ボーイスカウトは、中学校3年生9月以降ベンチャー隊に上進する。ただし、中学校を卒業するまでのボーイスカウトは、ボーイ隊にとどま

るごとができる。



隊集会 ｝＼イキシグ

消えた消防車 1/11 開集会 出初式見学ポイ〉トラリー

、 ー

・一 ’ -・ ・， ’ 一、 E-. -. ，，~I ~，均一一；.~i~~／Ef~~／·，I
3月 幽霊ホテルの推理対決 未定 キャンプ春キャシプ

拡｜：：：戦同持iil~if~li(l~llt点、何？ポィイト！？
5月 恐怖の交差点 5/10 日

7月

9月 団行事

1 1月

l~g月

1月

3月

-24-

三詮長~lbcf"J郭き

案内

以工作博士

案内

ハイカー
探検家

工作博士

キャンパー



年間活動計画〈平成26年11月～平成27年10月〉

年間一
”” ’ 

Th k' "IF『 v ~~ u 、u 料理の達人

① ② ③ 

テーマ 童心門
コック見習

厳 冬 の 宝 物l, ¥ 

活動分野
ラリー 野外料理 ハイキング

初級章課自の 料理の技術を 宮中ハイキン
自 標

習得 向上させる グ

共通とする進歩
初級寧課目 E2 C1 .2 

隊

活

lMml 

動 身ぶり信号、 ダンボール 非常食の準

内 !91 初級窓口ープ オープン作 備、読図
ワーク り、材料準備

?i:た:r 

値人

隊
11 /9 12/21 2/1 

集 ~JI 
./.::.. （各班で記入）z;; 

． 班長訓練

よコ＝』;: 班長会議

議 保護 者会
寸司君Fヲ 行事 回行事 新年の集い 車いす駅伝
F足A曲三、 団 12/23 1 /1 2/15 

地区 女子駅伝

京都連盟 1I11 
当番班 虎 野牛 虎

予算（円） 2 000 14,000 10,000 
備 ょ司 弘ヲ

④ ⑤ ⑤ ⑦ 

魔 法 の レ ス Food Hunter Catch and さんぱち食
トラ ン Eat 占凶d己ら

キャンプ ハイキング フィッシング パイオニアリング

春キャンプ ハイキングで
魚釣りをし、

キャンプに必
（料理コンテ 野草を採取

調理する
要な工作物の

スト） し、調理する 作成

C1,2 F4 F5 
E2 

6/28 （仮）竹
伐り

献立を考える 野草について 魚の調理方 立ちかまどの作り

調べる、 読図 法、釣りの方 方、キャンプで使

法 える工作物を考え
Q 

3/27-29 5/10 6/14 7/26 
自争原キャンプ場 ？え '"k 

みシf!~<z..?) ~＼シ・

隊集会前l』最低1回

隊集会後（ 3 0分～ 1時間）

堀川ク リーン

作戦
世界ジャンポリー

一日ずつ 野牛 虎 野牛
40.000 10,000 20.000 10.000 

吠 c)e ~f~＇ t>'~：ぃ＇g＼司ちれ

京都第38団BS隊 平 成27年度

サタト~~'C,?f券b手五三

③ 

料理の達人

キャンプ

夏キャンプ
（詳細未定）

パッキング

8/12～16 
久多キャンプ場

一日ずつ
150.000 

⑨ ⑬ 

I love the 
弥栄earth 

ラリー お別れ

地球の環境に
1年を振り返

ついて知る
り、 感謝の心
を持つ

G4 

環境問題につ
いて知る

9/13 10/25 

団行事

スカウトの日

上進式

虎 野牛
2.000 10,000 

作成日：平成26年10月14日
作成者・小野昌紀



平成27年 度第38団育成会会計予算（案） 特別J~~~も

自平成26年10月1日～至平成27年9月30臼

（単位；円）

収入の部 支出の音n
現 目 金 額 項 自 金 額

問機立準備金 892,47'2. 登録費 450,000 

団備品購入引当金 200,000 保険料 4,000 

緑化募金還付積立金 43,990 活動媛助費 180,000 

仮払い 393,000 団行事費 30,000 

研修補助費 50,000 

維持会費 240.000 

育成会費 430,000 

各隊年間行事費 600.000 各隊年間行事費 600,000 

(C S 隊 7名） f 70,000 (C r、3、 隊） 170,000 

(B S 隊 12名） 280.000 (B 、c;i、 隊） 280,000 

(V S 隊 8名） 150.000 (V s 隊） 130,000 

一 (R s 隊） 20.000 

一
慶弔費 10.000 

印刷費 20‘000 

会議費 20,000 

前年度繰越 0交際費 40,000 

団事務費 50000 

5十 2,799,46% 言十 1,454,000 

残予定 1.345,461円

＊予算の各項目聞の流用を認める。

尚 団事務費の中に銀行口座引き落手数料がふくまれています。

38閉会計丹羽 武，J

～之ら』



日本ボーイスカウト京都第38団育成会 会則

2，育成会長 1 名

3，団委員長 1 名

4, 副団委員長 若干名

5，団会 計 1 名

6，団委員 若干名

7，会計監査 1～2名

第7条 役員の選出と任期

第1条名称

本会は、日本ボーイスカウト京都第38団育成会と称する。（以下本会という）

第2条目的

白木会は、財団法人ボーイスカウ ト日本連盟教育規定に定める育成団体の精神にのっとり、日本ボーイ

スカウ ト京都第 38団 （以下本固という）を設立し、その健全な育成に協力、これを後援することを

目的とする。

第3条会員

本会の会員は、名誉会員、正会員、維持会員、賛助会員をもって構成する。

L 名誉会員 育成会総会で推薦されたもの。

2，正会員本固に属する隊の隊員の保護者。

3，維持会員本会の目的に賛意をもち、継続して後援するもの。

4, 賛助会員本会の目的に賛意をもち、随時後援するもの。

第4条会費

本会の会員は、所定の会費を納入するものとする。

1, 各種会員の会費の全額は君ljに定める。

2, 入団に際し、諸費を納入しなければならない。全額は別に定める。

3, 納入された会費及び入団諸費については返還Lない。

第5条 育成会総会

育成会総会（以下総会という）は、第3条の名誉会員、 正会員、維持会員でもって構成し、毎年 1回

秋季に開催する。 また必要に応じて、臨時総会を開くことができる。賛助会員については、団運営

並びに、総会における議決権を有しない。

1, 総会を開くには、 あらかじめ議事の内容を全育成会員（賛助会員をのぞく）に通知しておかな

ければならなし、

2, 総会の議決は、出席者の過半数とし、可否問数の場合は、議長が決定する。

第6条 役員とその任務

本会の役員を次の通りとし、運営機関として団委員会を設け、 その構成員となって任務を分担する。

l，顧 問 若十名 棺談役、育成会長を補佐する。

本会を代表し、総会を招集する。

団を代表し、団委員会を主宰する。また団会議の議長となる。

団委員長の任務を分担、補佐する。

会費等の徴収、並びに本会の経理を担当する。

それぞれ投務を分担し、 団委員会の一員として活動する。

本会の資産及び、経理を監査する。

役員の選出は、次の通りとする。

l，顧問 ・育成会長 ・会計監査は総会て港出する。

2, 団委員長は、 団委員の互選とし、高lj団委員長 ・回会計は、 団委員長が団委員の中から指名する。

3, 回委員は、各隊保護者並びに、団委員会が選出する。選出規定を別に定める。

4, 任期は、団委員長は2カ年とし、その他は 1ヵ年とする。ただし再任を妨げない。

5, 役員は総会で承認され就任する。任期間は当該年の総会の日までとする。

マー
円
ノ』



第8条 団委員会の構成と役務

団委員会は、第6条の役員によって構成する。

団委員会の役務は、次の通り とする。

l, 団の資産を管理する。

2, 団の財政について責任を持つ。

3, 集会場、備品及び隊キャンプ実施について便宜を図る。

4, 団の各隊指導者の選任について責任を持ち、それらの指導者に対し訓練参加の援助を行う。

5, 団内スカウトの進歩の促進を図る。

6, 囲内すべてのスカウトの入退団を管理し、団の加盟登録について責任を持つ。

7, 団内スカウトの健康と安全に留意する。

8, スカウト運動の主旨の普及に努める。

団委員会はスカウトの実施訓練には、直接たずさわらない。

吠． 第9条 会計年度

本会の会計年度は、 毎年11月 1日から始まり、 10月30日をもって終わる。

第10条付則

1. この会則は、総会の席上で出席者の3分の2以上の賛成により、これを改正することができる。

2. 別に、会計規則、 会計付則並びに、 役員選出規定を定める。

3. この他、定めのない事項に疑義を生じた左きは、日本連盟教育規定の該当事項を準用もしくは、

団委員会で協議して決定する。

4. この会則は、 昭和55年9月 1日より実施する。

5. 平成24年 10月 28日改正

6. 平成26年 10月 26日一部改正

-28-



日本ボーイスカウト京都第 38団及び育成会 会計規則

第1条総 則

この規則は、日本ボーイスカウト京都第 38団育成会及び、 日本ボーイスカウト京都第38団団会計に

ついて定めたものである。

第2条 合 併会 計

育成会及び団の財政は、その目的と事業は基をーにしているため、その会計は合併して処理する。

第3条 運 営

育成会及び団の会計（以下、本会計左いう）の運営に関しては、団委員会が責任をもっ。

第4条 担 当

本会計の事務は、団会計がこれを行い、 財政担当団委員がこれを補佐するほか、財政全般に関する

事項を担当する。

第5条会計年度 目

本会計は、 10月 1日から翌年9月 30日までをもって一会計年度とする。

第6条 収 入源

本会計の収入源は次の通りとする。

( 1) 育成 会費

(2) 維持 会費

(3) 賛助会費

(4) 入 団諸 費

(5) 年間行事費

( 6) その他寄附等

(7) 預金利子等雑収入

第7条会 費

( 1) 育成会費は正会員が納める会費で、 1口月額1,500円とする。 ただし、 同一保護者のもとで2名

以上のスカウトが在籍する場合は、 1名を除き1名につき 1000円を加算する。またローバ｝

スカウトの保護者は次に示す維持会員となって維持会費を納めてもよい。

(2) スカウトが在籍していない、団委員及び指導者の会費は維持会費と同様とする。

( 3) 維持会費は維持会員が納める会費で月額1,000円とする。

(4) 賛助会費は賛助会員が納める会費で1口年額3,000円とする。

第8条入団諸費

入団諸費は、子弟が仮入隊するときに、その保護者が納める。 l人2,000円とする。

第9条 年間行事費

年間行事費は、 スカウトの保護者が納める。ただし、そのスカウトが活動に不参加であっても、原則

として返金しない。各隊毎の年間行事費を次のとおりとする。

( 1) カプスカウ ト 1人当り年額24,000円を月割りで納める。（月／12-2,000円）

(2) ボーイスカウ ト 1人当り年額 24,000円を月割りで納める。（月／12-2,000円）

(3) 
毛パ主ン主ィr宇ゃースカウ ト 1人当り年額 18,000円を月割りで納める。（月／12-1,500円）

(4) ローパースカウト スカウ ト自己負担

第 10条 予 算

本会計の予算は団委員会で編成し、 育成会総会で承認を得る。

-29-



第 11条 補正予算

予算を補正する必要の生じた場合は、財政担当団委員が補正予算を計上し、団委員会の承認を得る。

第12条 緊急支出

予算タトで、あって緊急やむを得ず支出を要する場合は、団委員長、団会計ならびに財政担当団委員の

協議によって支出し、次回団委員会で承認を得る。

第 13条 証拠書類と保存

本会計の支出にあっては、証拠書類として支払先の発行する領収証を必要とする。ただし、やむを

得ず領収証が得られない場合は、 団委員長と会計担当団委員の承認する書類をもって、これに替える

ことができる。本会計に関する帳簿書類等は、 3年間保存することを要し、団会計が責任をもっ。

第 14条決算

本会計の決算は、年 1回、年度末をもって行い、会計担当団委員が決算書を作成して、団委員会の

承認を得る。

第 15条 監査と報告

団委員会は決算に関し、 会計監査役の監査を受け、その結果を育成会総会において報告する。

第 16条付則

( 1 ) この会計規則の変更には、団委員会の議決を要する。

(2) この会計規則に疑義または定めない事項の生じたときは、団委員会で協議して決定する。

( 3) 支出については、別に会計付則を定める。

(4) この規則は昭和何年9月 1日より実施する。

( 5) 平成24年 10月沼日一部改正

日本ボーイスカウト京都第38団会計付則

議

額

額

額

協

団委員会で協議の上、決定する。

(2）この会計付則の変更には団委員会の議決

9，年間行事費団会議の協議の上全額

スカウトの地区行事参加費

リーダーの地区行事参加費

隊キャンプ費用・交通費

隊キャンプ下見費用

その他活動費

10，各種活動援助費

11，団行事費

12，団備品費

13，団事務費

14，付則

(1）上記各条項に定めのない事項については、

／、
1ニ

全
f、
1ニ

内容

スカウ ト及び指導者 10,000円

記念式典祝金 5,000円

正会員、維持会員及び指導者 10,000円

スカ ウト 供花＋10,000円

団委員会で協議（以下、協議） 3,000円～

協 議 記 念 品

指導者講習会参加費 全額

ウッ ドバッジ研修所入所費 半額（学生全額）

ウッド、バッジ実習所入所費 半額（学生全額）

団委員研修所・実習所参加費 半額（学生全額）

地区行事の役員参加費 （回選出） 全 額

その他の研修会等の参加費 協議

費 WB研・実習所入所 半額

団・育成会の要請によるもの 全 額

スカウ ト・ 指導者・ 育成会役員 全 額

l，結婚祝金

2，友団祝金

3，弔慰金

4，見舞

6，功労感謝

6，研修補助金

7，旅

を要する。

(3）この会計付則は平成24年10月28日

8，登録・保険費

より実施する。
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ビーバー！ス カウ ト個人記録
年 月 日記入）

登録番号口口口口一口口口口口口

ふ氏り名がな 生年
年 月 日生月日

写

本 T 

現 電話

｛主 （転居したとき）
所 電話

真

校学
立 幼稚園 ・保育園

人 な 立 小学校 年在学

ど 立 小学校 年在学（転入） 年 月撮影

趣味 康健 血液型 型
間1(

続柄 氏 名 備 考（職業 ・学校など） 続柄 氏 名 備考（職業・学校など）

d省三コバL－ 

庭

備

考

BVS 問 そくJした日 ｜
年 月

日ビッグビーバー ｜ 年 月 日
場所 ：

りすの道
はじめた日 究修日

日「やくそくJした日｜
年 月 日

年 月 日 年 月 場所：

うさ ぎ
進級日（ステップ寧） 完修日（クリア寧｝

B チス 年 月 日 年 月
ヤ

cs し か
進級日（ステップ主主） 完修日（クリア尊重） レ

年月日 年 月 日 ン

カ ；~む級日（ステップ主主｝ 完修日｛クリア章） ジ

く ま 年月白 年月 日 章

上進主主
はじめた日 完修日

上 進 式
年 月 日

年 月 臼 年 月 日 場所 ：
ウ

役務 年 月 日～ 年 月 日 〈 〉 年 月 日～ 年 月 日 〈

ト 年 月 日～ 年 月 日〈 〉 年 月 日～ 年 月 日〈

年 月 日一 年 月 日〈 〉 年 月 日～ 年 月 日〈

歴、 年 月 日一 年 月 日〈 〉 年 月 日～ 年 月 日〈 〉

表 年 月 日〈 年 月 日〈 〉

彰 年 月 日〈 〉 年 月 日〈

異動・転出等

備

考

上記の個人情報については、所属の隊、 団により責任をもって取り扱LIます。
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』 £....＞、
参 円

u
品
川
M 申 込

童自

年 月 日

なまえ

t二つ｛まん

第
だん たい

ぼく／わたしは、日本ボーイスカウト 団 隊
さんか さぽう たい かつどう すす さん か

に参加することを希望します。隊の活動に進んで参加をし、よいスカウ

トになります。

保護者の承諾

0私は、スカウト活動が家庭の協力によって実施されるプログラムであることを知っ

ています。

0私は、子どもがスカウト活動の中で進歩諜自に挑戦するごと をともに楽しみ、家庭

において協力することによって、スカウト活動に参加をします。

0必要なときは、 隊やその他の活動に参加し、他のスカウトの保護者と互いに協力し

ます。

0私は、隊 ・団の運営に必要な協力と援助を します。

保護者署名 ⑮ 

スカウト活動への期待など
〈自宅から団（隊） 本部までの略図など〉

備考 ：最寄りのスカウト名、紹介者名など

η
J』

n
d
 

2010.8 



ポー；J；二；ヰ；ぷ－｜スカウト個人記録登録番号口口口口一口口口山口
．ゐIL＇、？匡ーーーーーーー－－一日刊 H - - －ー】日ーーーーーーーーー・ー

年生月日
氏名

年 月 日生

現
γ 電話 写

住
本 γ 電話

所

校 名 入学 ・卒業 ・異動等

学 真

校
年 月 撮影

人 名称 電話 ，刀~『， 
勤務先 一ーーーー一一ーーー『ー『司目白－－』ーーーー』ーー『ーーー【－－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

名称 電話 教

趣味・特技等
健康状態

血液型（ ）型 Rh( ）免許・資格等

~ 、続柄 氏 名 備考（職業・学校など） 続柄 氏 名 備考（職業・学校など）

zιaヨ戸~

族

庭
備

考

所 属 期 間 上 進 “ちかLV’をたてた日 年 月 日

所 BVS －ー，． 場 所

cs －’ 事E 入

ス
異

BS -+ 

属 転 出
VS ・・4砂

動
カ RS -i炉

除 籍

所 属 f受 名 期 問 行 事 名 役務名 期 間

ウ －ー・ _.. 

- i砂 ・・4砂

王手

ト f党 ー＋ ー--1・

一＋ 一＋

歴
務 ’ー＋ 仕 -i炉

’・.. ーー，v

－ー・ ー－＋
歴 歴

-+ ー--1ル

・司令 -i・

ー－・ ーー砂

特
記
事
項



級 課（項）目 合絡（終了）年月日 章 名 取得年月日 取得年月日 章 名 取得年月日 取得年月日 表彰・宗教章・他

諸合イ君
・fちかいjfおきτJ メンバーシップ 野生生物
－三指の数礼・左手 家 庭 気象観測
塁手・Miウトライン 地域社会 天 体 宇宙

スカウ ト精神 公 民 キャンプ企画
初 健康と発達 郷土文化 野 外料 浬

スカウト技能 タ 世 界 友 情 キャンプクラフト
進

級 社会生活 地球 市民 燃 料

進 班長 会議 B p ロープ結び

歩 ハイキング リーダーシップ た き 火

スカウト技能
ゲ

健 康 キャンプマメジメント
2 健康と発達 安 全 食 料

課
スカウト精神 7.l< 泳 キャンプファイア

級 社会生活 、フ 運動 能力 サパイパル

目 マスターバッジ 救 謹 フィッシング

手s〆宇ミ
班長会議

ト
クフプ活動 パイオニアリング

キャンピング 外国語 ウ＊－~－7Yベンチャ
ボ

スカウ ト技能 情報 処 理 スカウトソング

健康と発達 ノミ マネジメント 自 然 愛 護

スカウト精神 ハイキング企画 デンコーチ

級 社会生活
ツ

読 図 近隣奉 仕

イ
マスターバッジ 言己 章表 環 境保 護

班長 会 議 写 真 伝統工 芸

記 スカウト精神 ジ 自 転車 防 災

健康と発達 オリ工ンテーリング リサイクル

菊
スカウ ト技能 観 察 ガイ ド

社会生活 計 j則

マスターバッジ 通 ｛言

班長 会 議 森 林

課（項）目 合格俄了）年月日 －課（項）目 合格（終了）年月日 章 名 取得年月日 意 名 取得年月日

録
ベ基本 基 本
ン 富 スカウト精神
チ スカウト技能

信 ｛取
ヤ スカウ ト精神 士 技能章

進 ヱ馬d主z三 信 仰 虫早色色
成長と貢献 技

歩 面接
基本

課 認 証

日 スカウ ト技能 分野 合格（終了）年月日 告E
Jミ スカウ卜精神 プ 社会・地球環境
ン 隼 ロ 国際文化

信 仰 ジ 章
チ 高度なま7舛活動コニ
ヤ

ょ写＂＇~主
技 能章 ク 制づくり・1若－＇｝

成長と貢献 ト 文 化活 動
) '¥ 

専門・鱈加の探究
面 接

、y

ジ 奉 仕 活動
認 証 ジュニアリ』ダー

年月 日 種類・場所 泊数 年 月 日 種類 ・場所 泊数 年月日 種類・場所 泊数 年月日 種類 ・場所 泊数

野

営

記

録

ギそご ～丹 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 言十 ギ弐と～～丹 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

出
班 班

． ‘ 
年 隊 年 隊

席 F圧 班

年 隊 年 隊
記 班 班

録
年 隊 年 隊

班 班
年 隊 年 隊

特記事項 _qJl_ 

2013.8 


